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?
丸
困
需
摘
に
指
け
る
「
謹
襲
警
の
櫛
愈

逼?
主主二

害届
笠宮
の論
概に
d函内手P

け
る

佐

波

宣

卒

近
世
の
海
運
師
四
倍
形
閣
を
究
明
す
る
た
晶
、
乙
と
で
ア

r
A
・
ス
ミ
九

「
閣
官
論
」
陀
布
け
る
「
謹
謹
貿
易
」
(
富
司
『
E
同
町
民
ぬ
)
の
概
念
量
分

耕
考
聾
す
る
が
、
と
の
「
運
建
貿
易
」
の
研
究
は
、
他
の
暗
闘
に
晶
け
る

又
ミ
ス
研
究
の
著
し
〈
盛
ん
な
の
に
ひ
き
〈
ち
ベ
て
、
不
官
民
閑
却
さ
れ

て
い
る
、
否
.
金

4
問
題
障
す
ち
さ
れ
て
い
な
い
主
う
で
畠
る
。
し
か
し

X

ミ
丸
の
「
蓮
諮
貿
易
」
眠
草
に
「
図
宮
簡
」
樽
系
に
あ
っ
て
極
め
て
重

要
な
地
位
を
も
つ
ほ
か

D
で
な
〈
、
ィ
ギ

F
ス
が
託
世
を
通
し
て
行
っ
た

岡
宮
内
蓄
積
過
程
を
知
る
ム
に
も
看
過
で
き
な
い
大
き
な
意
時
を
も
つ
も

め
で
晶
る
。

A昨

ス
ミ
ス
は
事
ニ
網
第
五
章
に
担
い

τ
、
和
よ
そ
安
本
町
周
歯
医
四
種
が

畠
る
、
そ
の
第
一
世
世
骨
の
使
用
及
び
消
費
陪
年
々
必
要
な
粗
生
生
産
物

の
渉
得
、
第
ニ
は
直
接
の
使
用
及
び
消
費
に
供
す
る
た
め
に
行
う
粗
生
生

産
物
の
製
誼
加
工
、
第
豆
は
組
生
生
庫
物
ま
た
は
そ
の
製
遁
品
の
豊
富
な

場
所
か

ι訣
乏
し
て
い
る
場
所
へ
の
揮
監
、
第
四
位
人
々
の
随
時
の
需
要

比
願
ず
る
た
め
に
行
う
骨
割
国
分
で
あ
る
、
'
と
た
し
、
第
一
位
鉱
業
・
漁

事
六
十
二
容

:IL 

第
五
埠

四

業
農
業
の
場
合
、
帯
二
は
各
種
製
揖
業
主
町
場
合
、
第
三
位
卸
賀
商
人
。

場
合
、
第
四
は
小
賀
商
人
の
揚
骨
民
拘
け
る
費
本
町
使
用
方
誌
を
一
市
す
、

・
と
動
〈
。

吾
L
q
k
k
っ
て
め
賞
百
円
問
題
目
「
湿
器
」

k

b
る
。
し
た
が
ヲ
て
と

れ
ら
の
う
ち
、
先
ず
も
っ
て
吊
「
卸
賀
商
人
」
が
考
察
の
封
象
と
な
る
。

ス
ヨ
寄
ス
に
あ
っ
て
は
、
叙
上
自
主
ろ
に
、
卸
直
商
人
は
粗
生
生
産
物
ま
た

は
製
造
品
の
謹
還
に
従
事
す
る
も
の
で
あ
る
。

ζ

の
と

k
吾
々
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
で
あ
る
。
と
乙
ゐ
で
、
ス
ミ
ス
は
同
E
個
所
で
卸
賀
商
人
自

費
本
構
能
に
つ
い
て
一
般
的
樟
明
を
な
じ
、
宍
自
主
う
に
云
っ
て
い
る
。

『
粗
生
生
産
物
ま
た
は
製
造
品
を
捜
寓
な
場
所
か
ら
不
足
し
て
い
る

場
所
へ
謹
選
す
る
た
め
に
費
本
が
使
わ
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
と
の
南

極
的
生
産
物
が
附
涯
の
消
費
に
必
要
な
る
額
以
上
に
生
産
さ
れ
る
と
と

は
な
い
で
晶

b
ぅ
。
商
人
円
安
本
は
、
甲
地
内
過
剰
生
産
物
を
る
地
。

そ
れ
主
交
換
口
、
そ
れ
に
王
っ
て
隔
地
町
産
業
を
韓
関

L
亭
柴
を
靖
加

せ
し
め
る
。
」
m

w

¥

と
れ
に
よ
る
と
、
ス
ミ
ス
位
、
は
じ
め
は
、
卸
賀
商
人
の
揖
悌
を
「
紘

生
生
産
物
ま
た
は
そ
の
製
浩
品
目
豊
富
な
場
所
か

b
桂
乏
し
て
い
る
場
所

へ
の
運
盆
」
止
し
た
が
、
い
室
中
、
「
理
意
」
町
障
か
に
「
交
換
」
を
も

そ
の
掛
憶
の
う
ち
に
告
ま

L
b
る
。
と
れ
も
極
め
て
重
要
な
と
主
で
あ
っ

て
吾
々
の
見
落
し
て
な
ら
ぬ
是
乙
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
ス
ミ
ス
に
白
け
る
卸
賀
商
人
町
二
大
機
輯
即
ち
盟
還
と
交
換

の
う
ち
、
上
り
重
要
な
そ
れ
は
交
換
で
あ
る
。
同
じ
個
所
で
ス
ミ
九
は
女



調
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
卸
堕
商
人
」
の
聞
興
す
る
と
&
最
も
大
き

か
っ
た
海
上
蓮
迭
に
つ
い
て
丑
え
ば
、
第
一
九
世
和
初
期
乃
車
中
期
比
布

い
て
、
海
運
業
な
る
専
門
的
企
業

(
S
E耳
目
白
司
官
三
官
巴
"
の

2
司
5
1

即
ち
他
人
謹
選
形
態
)
が
決
定
的
な
形
を
と
っ
て
卸
堕
商
人
(
貿
易
商
)

か
ら
掴
立
し
た
左
一
買
う
の
は
、
世
界
海
運
畢
界
で
由
貿
設
で
あ
る
。

よ
っ
て
考
え
る
に
、
ス
ミ
ス
の
卸
賀
商
人
は
な
拘
鐘
遺
業
務
を
そ
の
う

ち
に
合
ん
で
い
る
一
耳
わ
戸
来
分
化
形
態
の
売
れ
を
指
す
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
も
ワ
ル
」
も
、
仔
細
に
寺
高
す
る
之
、
ス
ミ
ス
の
揚
骨
必
ず
し
も
常
に

こ
の
貼
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け
で
な
い
。
た
と
え
ば
.
上
記
引
用
文

に
布
い
て
「
彼
の
財
貨
を
一
つ
の
地
貼
h
r
b
他
。
地
貼
に
謹
選
す
る
水
夫

hm
湿
器
人
を
雇
傭
L
」
と
云
う
場
合
、
卸
賀
商
人
・
と
運
皐
人
・
と
は
一
一
陣
別

個
の
も
の

K
L
て
バ
即
ち
、
他
人
謹
詮
が
噂
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

必
ず
し
も
常
に
分
明
で
な
い
&
云
う
ζ

k

そ
円
ζ

主
位
、
ス
ミ
λ

の
概
愈

不
明
断
の
た
め
と
一
再
う
よ
り
か
、
む
し
ろ
.
昔
時
の
卸
質
商
人
出
多
分
に

そ
う
一
再
っ
た
性
格
町
も
り
な
り
し
た
晶
で
あ
る
。

ζ

う
し
た
と
と
を
強
め

考
え
て
布
か
な
い
と
、

ζ

の
事
ニ
編
第
五
車
だ
け
で
な
〈
、
そ
れ
に
っ
ぽ

〈
第
三
縞
事
四
続
的
抱
揖
も
ぽ
苧
け
て
〈
る
恐
れ
が
あ
る
。
筆
者
廉
聞
に

し
て
従
燕
の
ス
ミ
ス
研
置
に
制
い
℃
乙
U

臨
州
諸
出
石
れ
た
る
を
知
b

f
.
よ
っ
て
、

ζ
ζ

に
小
考
を
試
hm
た。

山

刊

問

S
F
h
p
・
君
主
F
A
Z
E。
号
、
出

'pugud
台
V

EEZMau
〈
O
F
H
i
F
O
M
色。言、司・

ω
A
m
H
・

仰
の
白
富
島
正
昔
日

M
E
L
-
-
u司
法

凶

1

品目・

ス
ミ
見
閣
官
繭
k
h
明
け
る
「
運
詮
貿
易
」
の
概
念

第
六
十
二
容

7L 

瞳
押
」
且
披

五



ス
ミ
ヲ
向
園
官
論
に
拘
け
る
「
謡
選
貿
易
」
の
榔
愈

ーー

再
明
言
う
が
、
吾
々
の
と
と
で
の
主
題
眠
ス
ミ
ス
の
「
謹
選
貿
易
」
概

念
の
究
明
に
あ
る
。

k
と
ろ
で
、
ス
ミ
ス
は
第
ニ
嗣
第
五
章
で
卸
賀
商
業

を
究
の

X
う
に
再
分
す
る
。

E2 
zB iz 
I'>"'.~ 
骨古

~ー~ーーー・ー、

理主消内
窓会費回
貿喜物貿
易百円易
(唱タト(
~ g.園 Ef
~ E.-貿 2
2 受i
z 官iF
~ ~. 
4L 官

同

ローの

ζ

の
う
ち
、
ま

f
「
内
閣
貿
易
'
と
は
そ
の
因
。
産
業
。
生
産
物
を
同
園

内
由
一
地
方
で
買
い
と
れ
を
他
地
方
で
賀
る
仕
事
で
あ
っ
て
狭
義
的
内
閣

貿
易
主
糟
岸
貿
易
・
と
の
雨
者
を
合
む
。
」
つ
智
に
、
「
消
費
物
円
升
園
貿
易

止
は
圏
内
消
費
の
警
め
に
外
岡
品
を
購
入
す
る
仕
事
で
あ
る
。
」
最
後
に

「
運
滋
賀
易
色
は
外
園
商
業
を
取
扱
う
も
の
で
、
換
言
す
札
ば
淘
一
園
白

剰
融
生
産
物
を
他
園
児
運
搬
す
る
仕
事
で
あ
る
。
」
叫

こ
の
説
明
か
ら
直
「
気
づ
〈
ょ
う
目
、
土
記
(

E

)

(

ロ
)
(
刷
)
は
、
つ

ま
り
、
或
る
閣
の
立
場
か
ら
見
て
の
卸
質
商
業
(
ま
た
は
貿
易
業
)
の
地
域

別
分
銅
順
序
で
あ
っ
て
、

(
1
)
は
そ
の
ま
ま
内
園
貿
易
、
(

n

)

は一
E
b
憤

る
謝
外
貿
易
、
(
出
)
は
第
三
園
間
貿
易
(
仲
鱒
貿
易
を
ふ
〈
札
口
)
左
見
ら
れ

る。
き
て
、
ス
ミ
ス
が
同
章
の
他
の
個
所
で
一
古
う
と
と
る
に
ま
る
主
、

「
成
る
程
或
る
特
定
閣
の
謹
詑
貿
易
出
、
そ
の
閣
の
鵬
舶
と
・
晴
夫
主

第
六
十
ニ
審

第
五
按

六

ブも

四

陀
止
っ
て
路
管
せ
ら
れ
る
場
合
陀
は
、
そ
の
際
捉
ぜ
ら
れ
た
資
本
の
う

ち
運
賃
を
支
排
う
た
め
に
使
わ
伯
仲
る
部
分
は
、
そ
の
園
白
一
定
政
の
生

産
的
勢
働
者
の
間
に
分
配
せ
ら
れ
、
そ
れ

b
心
人
々
を
活
動
さ
せ
る
で

あ
ろ
う
。
事
賞
、
浬
匙
貿
易
自
主
で
こ
れ
ま
で
蓋
要
な
地
位
を
占
め
て

い
る
措
ど
ナ
ペ
で
の
園
は
み
な
こ
の
方
法
で
中
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

巴
の
事
業
封
建
設
貿
易
と
名
づ
甘

ιれ
る
所
以
も
、
恐
ら

4
は
、
そ
う

-
E
う
闘
の
関
民
は
他
国
に
・
と
つ
て
の
謹
品
時
点
(
富
司
M

日
)
だ
左
云
う
乙

k
か
ら
出
た
も
の
で
あ
ろ
う
ロ
だ
が
、
と
何
事
業
位
、
そ
の
性
質
上
、

必
ず
そ
う
云
う
風
に
鱈
皆
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
わ
け
の
も
の
で
な
い
。
た

ι

ー
と
え
ば
、
ふ
き
7

y

F
町
一
一
間
人
が
そ
の
費
本

E
投
じ
て

d
E
ラ
ン
ド
と

ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
聞
に
商
業
車
引
を
行
う
場
合
、
戸
方
円
剰
保
生
産
物

を
他
方
K
湿
ぶ
に
は
必
ず
し
も
オ
ラ
ン
ダ
舶
に
依
る
を
要
し
な
い
。
ィ

ギ
，
ス
加
を
用
い
る
ζ

と
も
出
来
る
。
費
際
、
特
定
円
相
暗
骨
忙
は
、
オ

ラ
ン

F
商
人
は
と
う
い
う
風
忙
申
る
に
相
還
な
い
。
」
問

即
ち
、
乙
乙
で
問
、
混
詮
貿
易
は
胸
舶
h
ホ
夫
・
と
に
よ
っ
て
鯉
皆
せ

b

れ
、
そ
の
運
賃
が
投
下
賓
本
間
収
部
分
を
構
成

L
、
更
に
、
そ
れ
が
他
園

児
k
っ
て
蓮
迭
人
的
役
目
を
果
す
と
云
う
の
で
あ
る
か
ら
、
今
日
吾
々
が

意
味
す
る
と
と
る
の
卸
賀
商
業
よ
り
か
む
し
ろ
混
誌
を
専
門
的
業
と
す
る

云
わ
ゆ
る
「
建
設
業
」
を
意
味
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。

何
ん
主
な
れ
ば
、
最
初
に
、
ォ
ラ
シ
グ
商
人
が
オ
ラ
X
ダ
叫
で
ポ

t
ラ

y
r
・
ポ
ル

T
ガ
ル
聞
の
貿
易
(
印
ち
、
第
三
園
間
貿
易
)
を
行
う
場
合
に

仕
オ
ラ
ン
ダ
商
人
出
オ
ラ
ン
ダ
耐
を
値
閉
す
る
正
一
耳
う
の
で
あ
る
か

b
、



と
の
商
人
は
白
己
所
有
舶
の
浬
航
に
よ
ツ
て
貿
易
を
皆
む
即
ち
自
己
謹
話

形
態
守
口

E
Z
E司
再
三

E
O
E
E旦
E
司
呂
町
)
を
と
る
乙
之
両
可
能
で
あ

る
と
じ
て
も
、
つ
ぎ
の
、
ォ
ヲ

y
r商
人
が
イ
#
リ
ス
胞
を
用
い
る
場
合

は
、
探
楠
舶
の
形
式
に
ま
る
以
礼
町
、
他
人
謹
選
形
熊
を
と
る
と
と
に
な
る

か

ιで
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
自
己
謹
翠
か
ら
他
人
揮
設
へ
の
毅
展
、
換
言

す
れ
ば
、
海
運
業
の
貿
易
業
か
ら
の
渦
立
分
離
の
陣
具
を
考
え
る
に
宮
っ

て
注
目
す
べ
き
一
事
で
あ
る
。

し
か
し
、
ま
り
関
〈
ス
ミ
ス
白
叡
越
を
見
る
と
き
は
、
一
再
う
と
乙
る
白

「
部
詮
貿
易
」
目
、
湿
器
専
門
の
他
人
建
設
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
商
業
ゅ

う
ち
に
揮
窓

E
合
む
自
己
担
語
障
に
イ
ギ
リ
ス
商
入
が
イ
ギ

P
ス
舶
を
も

っ
て
行
う
第
三
園
間
貿
易
の
意
に
乙
れ
を
僻
す
る
方
が
よ

U
癒
切
で
は
な

い
か
・
と
思
う
。

ス
ミ
ス
が
「
謹
話
貿
易
」
を
混
醤
業
岬
意
で
な
ぐ
第
三
園
間
貿
易
心
(
ま

た
は
仲
継
貿
易
)
の
意
に
僻
し
た
乙
と
は
、
叡
上
、
と
れ
を
卸
賀
商
業
的

一
再
開
を
見
た

ι・
と
か
ら
す
で
に
見
嘗
が
つ
〈
け
れ
だ
も
、
ま
た
、
衣
の
よ

う
に
運
撞
貿
易
の
規
模
ま
た
は
投
下
費
ヰ
額
が
取
扱
う
商
品
の
償
値
に
よ

っ
て
定
ま
る
と
云
う
揚
告
に
も
、
眠
ぼ
、
ぅ
ー
か
が
わ
れ
る
。

「
内
園
貿
易
円
規
模
、
と
そ
れ
に
用
い

b
れ
る
賓
本
の
大
き
さ
と
は
生
白

産
物
を
相
互
に
交
換
す
る
と
左
を
必
要
&
す
る
岡
内
に
散
在
余
る
諾
地

域
円
相
傑
生
産
物
の
慎
但
に
よ
っ
て
必
然
に
定
玄
る
。
つ
菅
に
、
消
費

物
の
持
園
貿
易
自
規
模
は
そ
の
圏
全
世
の
剰
融
品
産
物
の
慣
値
と
そ
れ

を
も
っ
て
購
入
で
き
る
物
の
慣
値
に
よ
っ
て
定
宝
る
。
し
か
る
に
、
湿

ス
ミ
ス
園
宮
前
に
h
F
け
る
「
遵
法
貿
易
」
の
概
愈

話
貿
易
自
規
模
は
也
界
昨
の
す
べ
て
の
町
図
的
剰
侍
生
産
物
的
側
値
に
よ

っ
ゼ
定
ま
る
。
だ
か

b
、
運
還
貿
易
的
琵
展
性
は
前
二
者
の
そ
れ
に
比

し

τ或
る
意
味
で
嘱
限
で
あ
り
、
最
大
の
資
本
を
暁
牧
す
る
力
の
あ
る

も
の
み
~
一
再
わ
ね
ば
な
ら
な
い
♂
向

更
に
、
ス
ミ
ス
は
、
第
四
網
「
穀
物
貿
易
・
穀
物
保
例
に
闘
す
る
館
前
」

に
晶
い
て
、
穀
物
商
を
つ
ぎ
の
ま
う
に
四
つ
に
分
掴

L

(
1
〕
圏
内
商
(
目
r
n
L
骨
巳
日
)

一(
U
)
職
入
商
(
自
問
《
』
E
C二
信
吾
oユ
司

F
H
F
O自句

-

2

自
民
自
日
比

E
ロ
)

穀
物
商
業

ι
(
凶
)
輸
出
荷

(
E
2
n
E
E
E同
百

Z
L
H
H
O自
O

J
L吋
肘
同
U
F
M一

一

円

斗

n
o

言明。
E
唱

21Eマ

(
同
)
謹
迭
貿
易
商
(
目
ヨ
岳

E
H
E自
問
)

師
連
の
「
卸
賀
商
業
」
の
分
類
と
金
〈
掛
臆
す
る
分
類
を
し
て
い
る
ば

か
り
で
な
〈
、
「
運
送
覧
易
商
」
を
ば
「
再
び
輸
出
せ
ん
が

tuに
穀
物

を
轍
入
宇
る
商
人
」
と
は
っ
き
り
規
定
し
て
い
る
や
よ
っ
て
、
こ
と
で
は

¥
運
窓
貿
易
商
の
樺
能
は
間
有
の
意
味
で
の
運
詑
よ

P
も
頁
買
に
よ
る
仲
介

重
た
は
仲
緬
貿
易
に
あ
る
、
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、

ζ
ζ

で
ス
ミ
λ

の
用
い
て
い
る
宮
司
F
V
E
同
日
司
持
吋
(
謹
話
貿

易
前
)
な
る
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
彼
の
そ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た

E
ヨ
『
百
四
可
胸
骨
(
運
港
貿
易
)
主
会
く
同
識
の
も
の
で
あ
る
。
乙
の
と
と

は
彼
が
特
に
望
日
吾
首
帥

E
ロ
刊
の
同
の
説
明
を
し
て
い
る
同
じ
個
所
で
、
と

の
言
葉
の
代
用
語
と
し
て

E
ロ
w
E肉
質
ロ
骨
を
盛
ん
に
使
用

L
Z
い
る
と

第
大
一
十
ニ
各

ブL

五

第
五
揖
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ス
ミ
丸
岡
宵
需
に
お
け
る
「
建
盈
貿
易
」
の
欄
念

E
か
ら
明
瞭
で
あ
る
。
・
と
と
る
で
、
こ
の
目
。
百

EJ区
内
宮
自
由
陪
、
文

字
白
樺
か
ち
分
明
な
よ
う
に
、
同
一
人
で
商
人

(
E
Z
M呂
田
神
)
主
連
混
入

《

E
司
自
)
ル
」
を
兼
ね
て
い
る
者
、
即
ち
、
日
本
で
一
再
わ
ゆ
る
「
舶
主
閑
人
」

忙
官
る
形
態
で
あ
る
。
換
冒
す
れ
ば
、
商
人
主
題
意
人
之
が
未
分
化
の
務

簡
で
あ
る
。
否
、
む
し
る
、
運
還
を
そ
の
う
ち
に
合
む
貿
易
業

E
意
味
す

る
。
こ
れ
は
イ
ギ

p
ス
宇
ア
J
P
W
'
カ
の
突
通
論
文
献
に
布
い
て
-
己
岳
目
仲

E司
E
と
一
耳
う
場
合
の
慣
例
で
あ
る
。
自

2nr自
同

E
g
a
守
5
4
1
J
R

E司
号
}
は

n
g
g
B
E
E
2
守

E
V
F
E
E
E
)
に
劃
L
七
用
い

b
れ

る
。
帥
ち
「
他
人
湿
器
」
に
謝
す
る
「
自
己
運
題
」

現
在
で
は
、
商
舶
(
目
2
6岳v官凶
Eb己"
自
自EH見
}
ぜ
庄P之
一
宰
艦
(
掬F《u

ル
左
」
拡
匂
機
酷
上
位
?
き
り
分
化
し
て
い
る
が
、
以
前
世
同
一
円
相
舶
が
商

純
正

L
て
ま
た
軍
艦
&
し
て
の
役
目
を
し
ば
し
ば
果
し
た
。
フ
ラ
シ
ス
・

イ
ギ
D
九
目
指
け
る
宜
潜
制
度
令
旨
』
望
向
神
田
}
時
代
田
ど
と
〈
。
し
た

が
っ
て
、
と
の
三
つ
の
機
簡
は
識
掠
&
分
ち
が
た
い
欣
態
に
あ
っ
た
。
乙

ラ
し
た
未
分
ル
刊
の
も
の
を
嘗
時
白
人
々
は

E
B
Z
E
E
Z
K稗
L
張。

上
記
の

E
E凸
E
己

2
2
2
(
E
E
O
E
E
U掛
〉

w
E
S司
H
髄
悌
〉
)

的
場
骨
も
、
つ
ま

P
、
と
れ
と
同
揮
の
車
情
に
あ
る
。

ス
ミ
ス
由
「
濯
建
貿
易
」
隅
念
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、
も
一
つ
引

用
す
る
な
ら
ば
、

「
地
中
海
陪
港
聞
に
お
い
て
イ
ギ

9
ス
王
園
の
相
臨
を
も
っ
て
普
ま

れ
て
い
る
貿
易
と
、
イ
ン
ド
諸
潜
聞
に
h
H

い
て
イ
苧
刃
ス
商
人
に
よ
ワ

て
普
ま
れ
て
い
る
同
種
貿
易
の
若
干
左
目
、
恐

b
〈
は
、
ィ
ギ
咽
，
Z

玉

第
六
十
ニ
巻

九
プミ

第
五
現
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園
町
民
円
遺
品
由
貿
易
ξ
名
づ
け
て
然
る
べ
き
も
の
の
主
た
る
部
門
正
常

う
乙

k
抗
出
搾
る
。
」
刊

即
ち
、
ィ
ギ

P
ス
商
人
が
イ
ギ
り
ス
商
舶
を
も
っ
て
行
ろ
第
三
園
問
自

貿
易
が
ス
ミ
ス
忙
晶
い
て
は
イ
ギ

9
ス
の
謹
器
貿
易
の
主
要
部
門
な
の
で

あ
る
。
と
札
で
も
っ
て
、
寄
々
は
「
謹
選
貿
易
」
が
翠
な
る
第
三
園
問
貿

易
で
も
な
け
札
ば
、
ま
た
草
な
る
運
送
業
で
も
な
〈
、
翠
謹
業
務
を
そ
り

う
ち
に
告
む
第
=
一
間
間
貿
易
な
る
と
と
ぞ
推
知
す
る
B

但
し
、
ス
ミ
ス
が
乙
れ
を
個
別
鯉
爵
(
個
別
企
業
)
の
立
場
に
お
い
で
帯

え
た
か
、
ま
た
は
、
図
民
純
済
の
立
場
に
お
い
て
考
え
た
か
は
、
必
ず
し

も
分
明
で
在
い
。
原
則
ー
と
し
て
は
個
別
純
演
の
立
場
出
晶
玉
っ
て
い
る
よ

う
だ
け
れ
ど
も
、
他
方
、
上
記
「
イ
ギ
リ
ス
商
人
」
「
イ
ギ

P
ス
醐
腹
」

は
イ
ポ

9
元
商
人
一
般
、
イ
ギ

9
ス
船
腹
一
般
の
意
に
も
僻
さ
れ
る
。
「
商

圏
民
の
宮
」
一
民
考
え
た
ス
ミ
λ

と
し
て
園
民
線
開
自
立
場
か

b
も
と
払
を

考
え
た
で
あ
ろ
う
ζ

と
は
む
し
る
賞
品
開
主
再
え
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る

主
、
イ
ギ

9
ス
商
人
甲
は
必
ず
し
も
自
己
の
舶
舶
に
よ
っ
て
で
な
〈
、
ィ

ギ
9
4
A
相
主
乙
の
舶
臨
を
も
ワ
て
も
第
=
一
園
間
貿
易
を
鵬
首
む
と
'
と
あ
る
べ

4
し
た
が
っ
て
個
別
締
済
的
に
見
る
正
他
人
運
怠
形
態
的
成
立
が
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
と
の
貼
、
品

Ljも
明
白
で
な
〈
、
晋
々

k
し
て
も
歌
え

/
て
明
白
佐
求
む
べ
き
で
な
か
ら
う
。
闘
民
経
済
的
「
彊
還
貿
易
」
が
個
別
径

済
的
に
自
己
謹
迭
と
俳
人
運
怠
と
か

b
由
り
立
ワ
と
は
、
辛
目
現
に
可
部

ー
で
あ
る
如
〈
ス
ミ
九
回
世
時
に
お
い
て
も
可
前
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
同

川

P
E
S
.刷
会

F
E
:
司
・
置
4

ームhw-

， 



m
n昔
E
Z
e
r
a
-
唱

忠
?
E
-

m山相
P
E
B
d
営
V
E
-
-
司

自

ω

山
川
詳
細
同
位
波
「
海
運
理
論
組
系
」
(
有
斐
閣
)
静
三
綱
、
参
照
。

歳叫
d
M
W

ーー

説
よ
は
主
と
し
て
「
謹
怠
貿
易
」
の
周
賠
解
釈
で
あ
る
が
、
真
に
こ
れ

を
囲
宮
前
回
世
果
に
つ
い
て
考
察
す
る
匹
、

-
A

ミ
ス
に
あ
ワ
て
は
、
費
本

町
用
捻
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
匹
、

(〆

4 3 2 1 

農
業
・
鉱
山
業
・
漁
業

製
造
業

小樹
費宣
商商
業業

，戸ー~ー町、
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iii ii 
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内
園
貿
易

外
園
貿
易

聾
詮
貿
易

で
あ
っ
た
o

k
乙
ろ
で
、
い
宜
、
と
れ
を
資
本
投
下
回
順
序
に
つ
い
て
見

る
陪
、
「
或
る
困
の
費
本
の
貯
蓄
が
大
臣
唱
加
し
て
、
そ
の
闘
の
消
費
物
を

供
給
し
ま
た
そ
の
生
庫
的
努
働
を
維
持
す
る
の
に
値
目
y

て
像

nd
金
生
ず

る
〈
ら
い
に
な
る
と
、
毛
田
剰
余
部
分
は
自
然
に
選
選
貿
易
K
注
入
せ

ち
れ
て
他
園
の
た
め
に
と
れ
と
同
E
役
目
を
呆
す
よ
う
に
な
る
。
」
円

即
ち
、
変
本
は
ま
ず
圏
内
産
農
民
投
下
せ

b
れ
、
そ
れ
に
お
町
る
安
本

蓄
積
が
売
貸
し
て
な
お
剰
余
部
分
を
生
ず
る

ι言
、
そ
れ
が
謹
窓
貿
易
に

ス
ミ
ス
閣
官
輸
に
お
け
る
「
選
選
貿
易
」
の
概
念

注
入
投
下
せ
ら
る
、
と
見
る
の
で
あ
る
P

し
か
し
、
と
れ
は
ス
ミ
ス
回
一
場

骨
、
一
躍
の
盟
繭
的
遭
行
で
あ
づ
て
、
貿
隙
は
む
し
ろ
ζ

白
蓮
め
遭
行

E

K
る
、
と
彼
自
身
告
げ
て
い
る
。

「
或
る
費
本
の
所
有
者
炉
、
そ
れ
を
農
業
医
使
用
す
る
か
摂
誼
業
に

借
用
す
る
か
或
は
卸
賀
商
業
ま
た
は
小
賀
商
業
の
特
定
部
門
に
使
用
す

る
か
を
決
定
す
る
唯
一
の
動
機
は
、
彼
自
身
の
私
的
利
潤
に
ヲ
い
て
由

考
慮
如
何
で
あ
る
。
」
「
置
か

b
、
農
業
が
あ

b
ゆ
る
仕
事
の
う
ち
で
最

も
有
利
で
あ
り
、
農
場
開
世
主
改
良
と
が
ナ
ぽ

ιし
い
財
産
を
得
る
捷

径
で
あ
る
園
匹
晶
ヲ
て
同
、
個
人
的
責
本
同
会
一
位
曾
K
K
ワ
て
最
も

-4

2
4引
な

Z
う
に
使
わ
れ
る
嘗
で
あ
る
。
し
か
し
な
い
か

b
習

1
ロ
ヅ
パ
の
劃

何
な
る
地
方
を
見
て
も
、
農
業
の
利
潤
が
他
的
仕
事
の
利
潤
に
ま
さ
ワ

て
い
る

k
ζ
る
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
」
乙
れ
に
針

L
、
「
膏
々
は
、
最

も
す
ば
ら
し
い
財
産
声
商
業
主
製
遺
業
主

K
I
っ
て
一
代
に
し
て
待

b

れ
る
と
と
、
時
ー
と
し
て
は
極
め
て
少
甑
の
資
本
、
時
ー
と
し
て
は
無
賓
本

で
も
っ
て
す

b
、
そ
れ
が
得
ら
れ
る
ζ

と
を
目
々
目
撃
し
て
ゐ
る
。
し

か
し
、
現
世
相
を
通
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
布
V

て
と
れ
と
同
じ
資
本
を
も

っ
て
農
業
に
よ
っ
一
工
そ
う
い
う
財
産
を
作
ヨ
た
制
位
、
お
そ

b
t
一つ

も
な
い
主
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
ヨ

E
ロ
mv

パ
の
あ

b
ゆ
る
大
圏
で
陪

な
お
多
〈
の
良
好
な
土
地
が
未
耕
自
主
主
で
あ
り
、
ま
た
開
聖
地
自
大

部
分
に
つ
い
て
も
、
決
乍
て
そ
の
偶
し
得
4

き
最
高
円
改
良
が
侍
さ
れ

て
い
る
わ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
』
じ
た
が
っ
て
、
「
田
舎
で
行
わ
れ
る

事
諜

Z
P
も
都
骨
で
行
わ
れ
る
事
撲
の
方
針
利
益
が
著
し
〈
大
で
あ
り

第
犬
十
ニ
巷

一
九
七

第
五
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ス
ミ
ス
闘
胃
諭
に
担
げ
る
「
湿
懇
貿
易
」
の
概
念

. 
、

そ
の
杓
果
、
私
人
惜
し
ば
し
ば
彼
轄
の
費
本
主
自
分
の
在
〈
の
最
も
堕

鱒
な
土
地
の
改
良
に
用
い
な
い
で
も
ア
ジ
ア
や
ア
メ
リ
カ
の
最
も
遠
距

離
の
湿
詮
貿
易
忙
用
い
る
の
を
よ
り
有
利
正
す
る
の
で
あ
る
ロ
」
山

か
〈
し
て
、
資
本
蓄
積
の
現
質
的
過
程
は
「
農
業
か
ち
製
誼
業
・
商
業

へ
」
で
は
な

f
て
、
む
し
ろ
、
乙
の
抱
で
あ
り
、
し
か
も
、
と
の
う
ち
ア

♂
ア
・
ア
メ

B
カ
の
最
も
遠
距
離
の
謹
話
貿
易
が
最
も
有
利
な
投
資
部
門

乏
し
て
え

b
ば
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
正
常
的
資
本
蓄
積
過
程
に
お
い
て

の
最
後
の
投
養
部
円
で
あ
る
蓮
詮
貿
易
が
現
貨
に
陪
却
ワ
て
最
初
に
え

b

ば
れ
る
投
費
部
門
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
草
に
乙
の
主
う
に
考
え
た
ば
か
り

で
な
〈
、
諮
ん
で
と
れ
を
貸
置
サ
一
ん
が
た
め
静
コ
一
編
及
び
第
四
備
に
わ
た

る
多
大
の
考
察
を
費
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
遅
詮
貿
易
」
は
闘
信
論

陣
果
に
布
い
て
栂
品
て
草
要
な
意
味
を
も
ワ
℃
ゐ
る
も
の
と
云
b

h

M

ば
な

色

吐

い

。

、

外
国
貿
易
な
か
ん
づ
く
仲
線
貿
易
に
よ
る
不
隼
情
交
換
が
近
世
園
家
の

費
本
蓄
積
の
仕
方
自
一
っ
と
し
て
大
き
な
役
割

E
果
し
た
と
主
は
隠
且
上

周
知
の
&
ζ
ろ
で
あ
る
。
近
世
イ
ギ

9
ス
の
園
官
帯
遇
政
策
を
衰
微
す
る

ク
ロ

A
r
ル
及
び
テ
+
ァ
ル
九
二
世
的
航
海
保
例
は
、
イ
ギ

P
ス
・
マ
=

コ
ア
ァ
グ
チ
ユ
ア
の
臨
出
展
し
た
が
宇
て
封
外
貿
易
と
の
閉
聯
に
布
い
て
よ

り
多
〈
理
解
さ
る
べ
き
で
あ
る
主
同
時
に
、
嘗
時
最
も
告
挫
の
閣
で
あ
ヲ

た
オ
ラ
ン
ダ
の
仲
繕
偽
期
制
度
を
範
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
と
も
否

品
位
い
。

と
の
故
に
、
悪
趣
貿
易
(
第
一
一
戸
間
間
貿
易
、
仲
艦
貿
易
)
を
最
有
利
L
た

% 

第
六
十
三
巻

プL
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第
五
現

四
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M
F

ワ
て
最
初
に
え
ら
ば
る
べ
き
提
費
部
円
で
あ
る
と
見
た
ス
ミ
ス
の
且
解

は
必
ず
し
も
長
官
で
な
い
。

L
か

L
、
こ
れ
は
ス
ミ
ス
に
担
け
る
の
自

4
I

E
m
t
p
a
o
を
「
遺
品
E
貿
易
」
主
翠

L
、
乙
れ
を
イ
ギ
リ
ス
舶
腹
で
も
っ
て

行
う
第
一
一
一
園
間
貿
易
ま
た
は
仲
艦
貿
易
の
意
に
解
し
て
の
己
主
で
あ
る
。

も
し
然

L
f
、
ζ

札
を
寸
運
法
業
」
T
K
課

L
純
然
た
る
他
人
理
迭
の
恵
に

解
す
る
と
す
れ
ば
、
事
情
が
相
官
呉
っ
て
〈
@
ロ
両
ん
左
な
れ
ば
、
運
賃

だ
W
を
利
潤
構
成
部
分
k
ず
る
純
粋
な
意
味
で
の
題
塾
講
な
る
も
の
は
、

必
ず
し
も
常
に
最
有
利
の
投
安
部
門
で
な
〈
、
到
底
、
叙
上
の
よ
う

k
E

大
な
費
本
蓄
積
を
間
期
間
に
僑
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
〈
し
て
、
耳
円

々
は
昼
間
論
金
慢
の
櫨
系
か
ら
見
て
も
、

E
S
E
m
同
日
骨
は
乙
れ
安
「
患

遺
貿
易
」

k
課
L
、
上
記
内
意
味
に
解
す
ベ
き
も
の
か
主
思
料
す
る
。

J
L
U訟

の
意
義
を
た
ず
品
、
そ
れ
が
躍
な
る
貿
易
業
百
も
な
け
れ
ば
ま
た
、
田
平
な

る
運
詑
業
で
も
な
く
、
恐
ら
〈
、
運
建
業
務
を
自

L
の
ろ
ち
に
合
む
貿
易

業
し
か
も
第
一
ニ
園
間
貿
易
(
伸
機
貿
易
を
ふ
〈
む
)
の
震
に
解
す
べ
き
で
あ

ろ
う
乙
と
を
ほ
ぼ
明
に
し
た
。
と
の
意
味
に
お
け
る
貿
易
業
は
、
削
闘
に
度

々
出
ベ
た
上
う
に
、
今
日
に
お
け
る
一
般
的
形
態
で
な
い
。
今
日
で
は
、

貿
易
業
務
と
寓
怠
業
務
と
は
分
離
珊
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
貿
易
業
・
悔
連

盟
南
町
成
立
を
寛
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ス
一
ミ
ス
の
一
耳
わ
ゆ
る
「
運
迭
貿

易
」
は
、
一
古
島
ば
、
今
日
の
一
般
的
形
患
が
出
て
〈
る
ま
で
に
廼
過
し
た

宋
骨
化
酵
躍
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
um
図
宵
摘
を
書
い
た
第
一
八
世
和
後
期
に



位
、
時
に
イ
ギ

u'
ス
で
は
、
自
己
煙
誌
か
ち
他
人
握
誌
へ
の
分
化
一
泊
担
は

相
官
程
度
選
ん
で
い
る
響
で
あ
る
が
、

λ

ミ
ス
に
お
い
て
な
お
こ
の
分
化

は
十
分
は
っ
き
り

k
抱
え
ら
れ
な
か
ワ
た
。
も
っ
て
、
苦
々
は
嘗
時
に
お

け
る
海
上
貿
易
ま
た
は
海
運
が
ど
う
し
た
紹
営
形
態
佐
と
ワ
て
い
た
か
聖

推
知
し
得
る
。
本
稿
円
目
的
も
乙
ζ

に
あ
る
。

川

P
E
E
d
台

yza，司
ω
自

・

仰

司

ω巨

木
稿
執
筆
に
慎
っ
て
大
内
兵
暗
殺
授
諒
「
園
官
論
」
(
砦
被
丈
原
版
)
に

負
ら
と
と
ろ
多
大
で
あ
ん
1
0

引
間
の
個
所
、
も
多
〈
は
そ
の
ま
ま
大
内
教
授
巧

の
課
交
を
拝
借
し
た
。
記

L
て
深
厚
な
る
感
謝
的
意
を
表
す
る
。
教
授
の

課
業
は
「
ベ
ツ
テ
イ
暁
袖
算
術
」
そ
の
他
に
お
い
て
既
に
そ
う
で
あ
る
よ

ろ
忙
、

E
確
に
し
て
し
か
も
流
暢
な
る
、
伯
に
臥
障
り
比
を
見
な
い
。
苦
心

の
程
が
し
の
ば
れ
る
。
し
か
し
、
た
だ
一
つ
、
教
授
は
本
稿
の
主
題
で
島

る
宮
司
古
品

E
骨
に
劃
し
て
「
謹
謡
業
」
在
る
課
語
を
賞

τ
て
い

b
れ

る
。
或
い
は
、
教
授
は
「
湿
器
業
」
の
意
味
を
吾
々
が
本
稿
で
究
明
し
た

ま
今
に
僻
し
て
乙
れ
を
使
用
し
て
お

b
れ
る
の
か
も
知
ら
な
い
が
、
今
日

一
般
に
「
謹
選
謹
」
》
二
百
う
と
き
は
運
賃
の
柱
得
を
唯
一
白
目
的
と
す
る

他
人
ま
た
は
ー
他
人
貨
物
の
謹
廷
印
ち
謹
訟
裏
門
の
業
に
解
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
私
見
に
主
れ
ば
「
遮
建
業
」
な
る
欝
諾
は
少
し
〈
誤
解
に
み
'
ち

。
〈
恐
れ
た
し
之
し
な
い
。
乙
札
口
、
A
T

は

n、
気
賀
勘
章
氏
・
背
開
季

吉
民
的
各
課
書
の
よ
ろ
に
「
謹
選
貿
易
」

K
L
た
方
が
、
同
本
語
と
し
て

殴
酷
で
あ
る
が
、
工
nv
誼
切
か
と
噌
え
る
。
阻
除
な
の
は
む
し
ろ
昔
時
の

湿
醤
貿
易
の
内
容
の
鼎

b
し
め
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
ろ
う
が
。
ス
ミ
ス
の

ス
ミ
λ

園
宵
論
忙
布
け
る
「
湿
器
貿
易
」
の
柄
念

• 

場
骨

n
宮
司
自
岡
町
邑
の
の
・

RFZ岳
ョ
は
彼
が
最
初
に

(同

)
Z
S高
崎
町

Eo

g
H
H
L
E
F
Z
N
a
m
土田園
)
F
B
M宮
町
丘
町
。
『

g
u
E
P
H
-
-。ロ

Z
2
4
E司、
z
m
t受
付

と
分
類
し
て
い
る
主
う
に
、
「
貿
易
」
ま
た
は
「
商
業
」
り
意
に
こ
れ
聖

用
い
た
の
で
あ
ワ

τ、
町
白
骨

Z
E
E
な

E
K
一
耳
う
場
合
の
「
産
業
」
の

意
を
用
い
た
の

rは
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
鮎
、
冨
PM肉
由
民
自
白
は
そ

の
ド
イ
ツ
語
課
で
、
。
当
】
『
園
出
岡
町
戸
島
内
(
ま
た
は
目
R
o
t
g内

za日
)
忙

封
し

Nき
R
H
E
H
V
5
2何
日
(
ま
た
は

N'zmnr何回目
Mg白
日
)
円
聾
語
を
使
用

し
て
い
る
。

ω
既
越
の
よ
う
民
、
首
時
の

E
司、

E
m
同

E
品
。
は
ど
ち
ら
か

正
一
司
え
ば
、
戸
目
白
ぬ
が

n
司

4
E聞
を
そ
の
う
ち
に
合
ん
で
い
た
の
で
あ

っ
て
、

E
司
1
百
四
よ
り
も
む

L
ろ

R
E
r
を
主
た
る
業
務
と
し
て
い
た

よ
う
に
培
え
ら
れ
る
。
挽
君
す
れ
ば
、
そ
れ
は
湿
遣
業
主
一
回
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
、
第
一
一
一
困
問
貿
易
ま
た
は
仰
継
貿
晶
で
あ
ワ
た
。
だ
か
ら
軍
に

N
毛
町
内
出
属
国
V
E
K
E
(仲
継
貿
易
)
'
と
云
う
と
者
は
、
課
語
と
し
て
の
正
し

さ
を
十
分
も
っ
と
は
一
古
い
が
た
い
け
れ
ど
も
、
も
ヲ
ば
ら
謹
詮
に
憤
る
業

K
L
て
の
「
謹
設
業
」
な
る
謹
諾
よ
り
も
な
h
H

よ
り
多
く
目
立
し
さ
を
も

っ
て
そ
の
内
容
を
表
明
す
る
の
で
は
な
い
か
左
思
う
。
但
し
、
と
の
融
或

い
は
私
的
不
明
か
も
知
れ
な
い
。
と
こ
に
、
教
授
の
寛
恕
と
教
示
と
を
乞

う
扶
第
で
あ
る
。
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